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『夢をかなえるために……』

学校説明会のご案内
積極的に参加してみませんか？

今年も「学校説明会」の案内が来はじめました。学校説明会は、その学校の教育内

容について、より多くの中学生に理解してもらうという目的で実施されます。内容は

学校によって様々ですが、全体説明・授業体験・校内見学などが一般的です。「学校

公開（Open School or Open Campus）」「体験入学」「見学会（見学ツアー）」などとい

う名称で、実施している学校もあります。

学校説明会や学校公開は、例年６月頃～11月頃にかけて数多く実施されています（特

に集中するのは、８月～10月にかけてです）。案内があり次第、『進路だより』また

は担任の先生を通じて連絡していきますので、上級学校の様子を知り、進路選択の参

考にするためにも積極的に参加してみてください。

なお、申し込みについては中学校で集約する場合と、実施校に直接申し込む場合と

があります（申し込みせずに、自由に参加して構わない場合もあります）。中学校で

集約する場合の申し込み要領は後日連絡しますので、それに従ってください。

説明会のお知らせ

◇道内４高専合同開催 春の学校説明会・ミニ実習体験

１．実施日 ５月１６日（土）10:00～12:20と14:00～16:20の２回

※午前・午後とも、内容は同じです。

２．場 所 TKP 札幌駅カンファレンスセンター

（北区北７条西２丁目９ ベルヴュオフィス札幌２階・３階）

３．内 容 全体説明、各高専別説明、ミニ実習体験 など

４．申し込みについて

今年度当番校の旭川高専ＨＰから、予約専用サイトを利用して申し込んで

ください。締め切りは５月１０日（日）です。

※本日、進路希望調査配付。４月２８日（火）が提出締め切りです。期限厳守で！

進路を考える～どこにでもいる高校生の独白

中学校時代は、どこの高校でもいいから入りたかった。「この高校に」という、

特定の目標はなかった。高校に入ったら何をするという目標もなかった。高校１

年生の時間は何となく過ぎた。進学か就職かということも考えなかった。３年生

になって、高校を卒業したらどうしようかと考えたけれど……。就職はたいへん

だ。進学もたいへんだ。推薦でどこかの大学に入れないかな。入れれば何とか卒

業できると思うし。えっ、そこを卒業したらどうするって？ ウーン……。
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東白石中学校の３年生のみなさんは、上に書いたような高校生にはならないだ

ろうと思いますが、このような考えをもっている高校生が多いのも事実です。た

だ、高校入学時から目標をもって、努力しないとなれない職業もあるのですから、

今のうちから自分の将来についてよく考えておく必要があるのです。

たとえば、次に紹介する資格を取りたいと考えている人はいませんか？ いず

れも「学歴不問」なのですが……。

◎宅地建物取引士〈令和７年度合格率18.7％〉…年齢制限なし

土地や建物などの不動産売買を行う業者は、不動産売買の際に宅地建物取引

士による重要事項の説明をしなければならないとされています。また、本契約

に進んだ際の契約書への記名・押印も、宅地建物取引士にしかできない仕事と

されています。毎年20万人以上も受験者がいる、人気の資格試験です。

◎司法書士〈令和７年度合格率5.2％〉…年齢制限なし

家を買った、会社を設立したなどの場合に、所有権や法人の登録手続きをす

るのが、司法書士のおもな仕事です。その代行手数料が報酬になり、収入は実

力しだいです。毎年、独立開業をめざしてチャレンジする人が非常に多く、難

易度も高いが人気も高いという資格の代表です。

◎全国通訳案内士〈令和７年度合格率0.0～19.1％〉…年齢制限なし

※合格率は、選択する外国語によって異なります。

旅行に関する案内を外国語で行って報酬を得る職業で、独立行政法人国際観

光振興機構（通称：日本政府観光局）が実施する試験に合格し、都道府県へ登

録することが必要です。外国語（１か国を選択、筆記と口述）の他に、日本地

理、日本史、産業・経済・政治・文化に関する一般常識、通訳案内についての

実務についての筆記試験があります。語学関係の資格検定試験では、唯一の国

家試験です。

この他にも、難関とされている資格試験はたくさんあります。「学歴・性別」

にかかわらず受験できるものも多いのですが、一方では大学に入ってから勉強し

たのでは「遅い」とも言われています。しかし、高校入学時から目標に向けてし

っかり勉強すれば、「栄冠」も夢ではありません。

【参照：「進路指導の要点」 関根庄一 著】


